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発表からみえた今後の課題

•継続支援

•県内全域へ拡大
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１９７地域



• 実施地区比率
１９７／３６５（５３．７％）

• 高齢者参加率
３，８００／２９，７９０（１２．８％）

• 市民５２４人に１ヵ所の通いの場
• 高齢者１５１人に１ヵ所の通いの場



継続支援の考え方
１．住民の声から考える

課題の解決策を一緒に考えよう



自分が元気
↧

周り（場）が元気
↧

地域が元気

継続のポイント １



健康とは

ＷＨＯ（世界保健機関） １９４６年

健康とは、単に疾患がない、虚弱
でないということではなく、身体的、
精神的、社会的に完全に良好な状
態



「私が」「地域が」
しているから

（やらされていない）

継続のポイント ２



住民の「やる」に寄与するには

①住民は自ら動く力・選び取る力を持っている。
その力を信じている

→介護予防の効果・必要性を信じている

→汗と熱を感じてもらう

②やらせる→やる！を引き出す

→こころ動く媒体の作成

③自己選択・自己責任・自己決定の共有

→選び取るまでのプロセス支援を大切にしよう



継続のポイント ３

体操以外にも、したいことが
うまくできる場である
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体力測定日：平成27年11月11日 測定人数：16人（女性）

平均年齢：72.5歳



体操以外にやっていること

やっていること 箇所数

茶話会 １４１

食事会 １２４

作品づくり ４５

地域の人達との交流会 ７３

旅行に行く ４５

お宮掃除や小学生の見守り等のボランティア ５６

こけないからだ体操以外の体操 ８２

その他 ４３

したいができない ３９

したいと思わない １６



継続支援の考え方
２．支援した１０年の経験から

課題の解決策を一緒に考えよう



一番のポイントは・・

住民が住民と住民で
「健康」になる！

を継続支援でも貫ける
か？



リーダーの悩み事

• 参加者が減り、人が増えない

• 男性参加者が少ない

• 自宅から会場までの移動の問題

• マンネリ化

• リーダーの交代がうまくいかない



支える人を支える
（リーダー支援）

継続のポイント １









リーダー研修で話し合われるテーマ

①いいとこ自慢

②体操を始めてよかったこと・参加者の変化

③体操以外にやっていること

④リーダーとしての困りごと

・リーダー交代をうまくやる方法（跡継ぎ育成）

・男性・新規参加者を増やすコツ

・若い人に参加してもらうためには



支援者育成

継続のポイント ２



体操指導と
精神的支えを
同時に担う

（スポーツ推進員と他地区リーダーの活用）



忘れたころに
やってくる！

（承認が大事・マンネリ化への対応）

継続のポイント ３





「したい！」を支える

継続のポイント ４



こんなことがしたい
できたらいいな！を

いっしょに考えませんか？



やりたい！をお手伝い

①帰ってやりたいことを話し合う

②やりたいことを決める！

③市に教えてください

④いっしょにどうすればうまくできるか相談

⑤予算的な支援ができる場合があります

⑥さあ、スタート！！





これからしたいことは？

これからしたいこと 箇所数

茶話会 ６９

食事会 ７３

作品づくり ２６

地域の人達との交流会 ４３

旅行に行く ３２

お宮掃除や小学生の見守り等のボランティア ２２

こけないからだ体操以外の体操 ４７

その他 １９

したいができない ３９

したいと思わない １６



介護保険非認定者と
要支援認定者の

健康と作業（したいこと）の関係



「したいこと」とは

①よくしていることの中で一番大事なもの

②充実感や幸福感に包まれる

③人や場所、時間と繋がっている

④生活習慣になっている

⑤自分らしいと感じられる

⑥健康になる

⑦社会や家族などに貢献・役割を果たす



高齢者の地域におけるリハビリテーションの新たな在り方検討会（第３回）資料（H26.10.29）



高齢者の地域におけるリハビリテーションの新たな在り方検討会（第３回）資料（H26.10.29）



結果

介護保険の認定を受けていない人の方が

項目 P値

年齢が若かった P＜0.001

私は健康だと感じていた P＜0.001

私は幸せだと感じていた P＜0.001

したいことが思った通りにできていた P＜0.001

したいことをすることに満足していた P＜0.001

したいことをすることに生きがいを感じていた P＜0.001

したいことを他の人と一緒に行っていた 0.002

したいことが誰かの役に立つと感じていた 0.005



結果

介護保険の認定を受けていない人を、健康と感じて
いる人と、感じていない人に分けると

健康だと感じている人の方が

項目 P値

経済的にゆとりがあると感じていた P＜0.001

私は幸せだと感じていた P＜0.001



結果

介護保険の要支援認定を受けている人を、健康と感
じている人と、感じていない人に分けると

健康だと感じている人の方が

項目 P値

経済的にゆとりがあると感じていた 0.006

私は幸せだと感じていた P＜0.001

したいことが思った通りにできていた P＜0.001

したいことをすることに満足していた 0.004



研究でわかったことは

私は健康だ
と感じられる

したいことが
うまくできる

もっとうまく

できるように

したいことが
うまくできるお手伝い

からだを鍛え
何度も練習
やり方を変え





これからしたいことは？

これからしたいこと 箇所数

茶話会 ６９

食事会 ７３

作品づくり ２６

地域の人達との交流会 ４３

旅行に行く ３２

お宮掃除や小学生の見守り等のボランティア ２２

こけないからだ体操以外の体操 ４７

その他 １９

したいができない ３９

したいと思わない １６



継続支援の考え方
３．都道府県が市町村に対して

（市町村の立場で都道府県に期待すること）

課題の解決策を一緒に考えよう



期待しています

①継続の促進要因を知っていてほしい

・今後の課題を予測し、ともに考えることができるから

②住民主体は継続支援でも貫いてほしい

・継続や世代交代の工夫を考えるのは、市町村ではない

③市町村が楽になるよう考えてほしい
・最小の労力で最大の効果を発揮できるよう助言してほしい

④集いの場の「質」を高めてほしい
・やりたいことを参加者の意思で、決定・実行できる環境は、健康

へと繋がるから










